
「第 3 期長浜市産業振興ビジョン（案）」にかかるパブリックコメントの実施結果について 

 

■意見募集期間 令和３年１２月１４日 から 令和４年１月１２日 

■意見の数   ２名／7 件 

■意見の概要と意見に対する市の考え方 

 意見の概要 意見に対する考え方 

1 長浜には全国的にみても珍しいほど、多くの歴史や見どこ

ろ、良さがあります。 

曳山祭りや姉川合戦場、余呉湖など、具体例をもっと記載

してはどうでしょうか。 

本ビジョンでは、具体例の記載こそありませんが、本市は優れた自然景観や、歴

史遺産・文化資源、多くの農林水産資源など、自然資源に恵まれた地域であり、

「働く」「暮らす」「楽しむ」のバランスの取れた暮らしやすい環境があると、普

遍的な表記をしています。 

2 長浜市においても、中小企業の「生産性の向上」が急務で

あると考えます。このため、従業員の意識や行動を変える

ための施策が必要ではないでしょうか。 

本市では、地域産業全体として付加価値額の向上が課題となっており、「商品の価

値そのものを高める」とともに、「より効率的に価値を生み出す」ことの両面から、

取組を進める必要があると述べています。頂いたご意見も参考にして、企業や産

業支援機関等とともに、「人材育成による企業の競争力向上」にて取り組んでまい

ります。 

なお、本ビジョンは、施策の考え方・方向性を設定や共有を目的とするものであ

り、具体的な取組に関して詳細を定めるものでないため、原案のとおりとします。 

3 人材の確保対策について、大手企業を定年退職した OB・OG

の有効に活用するため、「OB・OG 活用の基盤」の構築が必

要ではないでしょうか。 

大手企業を定年退職した OB・OG も含め、シニアなどの働く意欲を持つ多様な人

材の活用を促進する施策を展開してまいります。 

なお、本ビジョンは、施策の考え方・方向性を設定や共有を目的とするものであ

り、具体的な取組に関して詳細を定めるものでないため、原案のとおりとします。 

4 新型コロナウイルスの感染により事業活動の縮小を余儀

なくされ雇用が厳しい企業から、労働力を求める企業への

橋渡しが必要と考えます。 

市内の限られた労働力を効率的に活用するため、関係機関との連携により、雇用

シェア等の地域の実情に合った雇用形態の周知や環境づくりに努めてまいりま

す。 

なお、本ビジョンは、施策の考え方・方向性を設定や共有を目的とするものであ

り、具体的な取組に関して詳細を定めるものではないため、原案のとおりとしま

す。 



5 『オール長浜で挑む、「価値創造」の未来』を目指すとされ

るなら、下記のような目標数値を掲げてはどうでしょう

か。 

①目標雇用数 

②企業誘致訪問数 

③新規企業立地数 

本市産業の目指す方向性である、「付加価値の向上による、地域経済の好循環」 

の実現のためには、企業が付加価値の高い製品やサービスの提供により利益を生

み出すとともに、その利益を従業員の所得へと反映させ、地域内に還流すること

で、消費の拡大を促していくことが重要となってきます。 

このことから、市の個別事業の指標でなく、本市の主要産業である製造業の業況

及び市民の所得を把握できる指標としています。 

6 今後５年間の産業振興施策の項目において、施策の展開の

方向性に示される「想定される取組」に対し、下記のよう

な目標数値を掲げてはどうでしょうか。 

・バイオ販路支援目標 

・インキュベーションセンター卒業数 

本ビジョンは、具体的な取組に関して詳細な内容や指標を示すものではなく、産

業分野における基本理念や目指す姿、施策の考え方・方向性の設定や共有を目的

としています。 

7 「土地利用規制に係る部局との連携による企業立地に向

けた支援」について、具体的にどのような支援体制なのか

明確にすべきと考えます。 

 


